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まえがき	
 

 
未曾有の被害をもたらした 3.11 東日本大震災から半年が経ちま
したが、今なお被災者の困難は続いています。また、原子力発電所

の事故によって、わたしたちの生活の場と自然が汚染され、恐れと

不安が増し加わっています。 
キリストは、わたしたちと共にいてくださって、わたしたちのす

べてを知っていてくださいます。また、慰めと力とを与えてくださ

います。その恵みに生かされたわたしたちは、今日まで、この災害

のために祈り、被災された方々への救援の働きにも加わってまいり

ました。 
世界中の人々が、この出来事に祈りを合わせ、また具体的な助け

の手も差し伸べてくださいました。 
今、あの時から半年を経て、新たにこの出来事を心にとめ、共に

すべての人々と結び合いながら、犠牲者を追悼し、被災者の慰めと

再生のために祈りたいのです。 
特に、あの時から、わたしたちは、現代を生きるわたしたちが何

を求め、何を分かち合い、また何を目指していくのか、新たな問い

かけの前に立たされています。この時に、今一度神さまからの恵み

の光に満たされ、主にある喜びを分かち合うものとされていきたい

のです。 
この礼拝式文は、その目的のために、それぞれの教会で祈り、ま

たみ言葉を聞いていくために用いられるようにつくられたものです。 
	
 

	
 

聖書の引用は日本聖書協会『聖書	
 新共同訳』（2000年版）を使用しました。	
 

2 

追悼と慰めと再生のための祈祷礼拝  

	
 	
  
前奏	
 

	
 

（Ⅰ）開会の部	
 

招きの言葉	
 

司	
 式：わたしたちの主は、すべての人々の救いのために、死から

蘇り、絶望の中に希望の光を示してくださいました。 
今、あの大きな震災のために命を失った方々のことを心に

とめ、その死を悼みます。また、さまざまな被害の中、そ

して今なお続く原子力・放射能による汚染の中、苦しみと

悲しみの中にある一人ひとりの慰めと地域・社会の復興の

ために、ここに集い祈りを合わせます。 
わたしたちは、何にもまして、主イエス・キリストのいの

ち、慰めと力とを求めましょう。 
	
 	
  
復活のローソクの点火	
 

司	
 式：復活の主よ、あなたの光をもってわたしたちを照らし、い

のちの恵みでわたしたちを満たしてください。 
会	
 衆：主よ、今ここにおいでください。 
	
 	
  
点火する。 
	
 	
 	
  

み名による祝福	
 

司	
 式：父と子と聖霊のみ名によって 
会	
 衆：アーメン 
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賛美歌	
 	
 

	
 

詩編交読	
 	
 詩編 46編より 

司	
 式：神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。 
会	
 衆：苦難のとき、必ずそこにいまして助けてくださる。 
司	
 式：わたしたちは決して恐れない 
会	
 衆：地が姿を変え、山々が揺らいで海の中に移るとも 
司	
 式：海の水が騒ぎ、沸き返り 
会	
 衆：その高ぶるさまに山々が震えるとも。 
司	
 式：大河とその流れは、神の都に喜びを与える 
会	
 衆：いと高き神のいます聖所に。 
司	
 式：神はその中にいまし、都は揺らぐことがない。 
会	
 衆：夜明けとともに、神は助けをお与えになる。 
司	
 式：すべての民は騒ぎ、国々は揺らぐ。 
会	
 衆：神が御声を出されると、地は溶け去る。 
司	
 式：万軍の主はわたしたちと共にいます。 
会	
 衆：ヤコブの神はわたしたちの砦の塔。 
司	
 式：父、み子、聖霊の神にみ栄。 
会	
 衆：はじめも今も、後も、世々に絶えず、アーメン。 
	
  
他の相応しい詩編を交読のために用いてもよい。 

 

キリエ	
 

司	
 式：主よ、あわれんでください。 
会	
 衆：主よ、あわれんでください。 
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司	
 式：キリストよ、あわれんでください。 
会	
 衆：キリストよ、あわれんでください。 
司	
 式：主よ、あわれんでください。 
会	
 衆：主よ、あわれんでください。 
 

祈	
 り	
 

司	
 式：共に祈りましょう。 
わたしたちの父なる神さま。 
あなたの恵みを慕い求めます。 
半年前の東日本大震災において、多くの命が失われ、また

大勢の被災者が苦しみと悲しみの中に置かれました。今も

不安と恐れの中に立ちつくしています。また、深い闇と絶

望がわたしたちを取り巻いています。 
主よ、どうかわたしたちに聖霊を注ぎ、とりなし、恵みの

光で満たしてください。 
み言葉をもって、わたしたちを励まし、互いに喜んで仕え

合い、新しい歩みを進めていくことができますように、こ

の礼拝を祝福してください。 
み子イエス・キリストのみ名によって祈ります。 

会	
 衆：アーメン。 
	
 	
  

	
 

（Ⅱ）み言葉の部	
 

祝福の挨拶	
 

司	
 式：主が共におられるように。 
会	
 衆：また、あなたと共に。 
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聖書朗読	
 

	
 	
 聖書は相応しい箇所を説教者が選び、もちいる。以下の箇所は、候補

としてとりあげてあるが、これにとらわれる必要はない。 
 
	
 	
 	
 イザヤ書 24：18－20 

イザヤ書 49：1－6	
  
	
 	
 	
 イザヤ書 54：10 

詩編 121 
ハガイ書 2：3－5 
マタイによる福音書 6：25－34 
ローマの信徒への手紙 5：2－5 
ローマの信徒への手紙 8：18－28 

	
 	
 	
 コリントの信徒への手紙二 1：3－7 
コリントの信徒への手紙二 4：7－15 
 

賛美歌	
 

	
  
報	
 告	
 	
 

	
 	
 	
 ここで、具体的な被災地、そこでの救援の情報、特に関係する教

会や地域の状況について簡潔に分かち合う。 
 
説	
 教	
 

	
  
（信仰告白）	
 

説教に続き、使徒信条によって信仰の告白がなされてもよい。 

	
 

（奉	
 献）ここで、献金がなされてもよい。 
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（Ⅲ）祈りの部	
 

祝福の挨拶	
 

司	
 式：主が共におられるように。 
会	
 衆：また、あなたと共に。 
 
連	
 祷	
 

	
 	
 	
 ここでは、それぞれの集会で準備した祈りがささげられるとよい。

以下の祈りを、そのまま、もしくはその一部を用いて祈られることで

もよい。 
	
 	
 以下の連祷を用いる場合は、司式者と会衆との祈りでもよいが、代

表者とあるところを会衆の一人もしくは複数人で交互に祈り合う形

にするなどの工夫がなされるとよい。 
  
司	
 式：共に祈りましょう。 

神さま。あなたのみ恵みに感謝いたします。 
いつ、どこにおいても、あなたはわたしたちの主でいてく

ださるからです。 
それゆえ、わたしたちは、またあなたに祈ります。祈るこ

とばを失うわたしたちを、あなたの霊によってとりなして

ください。主よ、どうかあわれんでください。 
	
 	
  
会	
 衆：わたしたちの主よ。あなたのみ前にある一人ひとりの祈り

に耳を傾け、聞いてください。 
 
代表１：2011年 3月 11日。あの日、わたしたちはかつて経験した

ことのない大きな地震と津波に襲われました。多くの命が

失われ、人々の生活が奪われました。未だにその行方につ
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いて知られないままになっている人々さえあるのです。ま

た、その地震によって、わたしたち人間の手によって建て

られた原子力発電所に大きな事故が起こり、大規模な放射

能の汚染がもたらされました。 
主よ。失われた一匹の羊を見出されるあなたのみ業が、そ

の一人ひとりに確かになされていることを信じさせてくだ

さい。突然に終わりをもたらされた命の歩みを祝福して、

あなたのみ手に抱いてください。どうかあわれんでくださ

い。 
 

会	
 衆：わたしたちの主よ。あなたのみ前にある一人ひとりの祈り

に耳を傾け、聞いてください。 
 

代表２：神さま。今この時にも、悲しみと恐れ、不安と闇に包まれ

ている被災者が多くあることを心にとめます。家を失い、

生活を失い、家族を失った人々、思い出が流され、生きて

きた証が奪い取られた人々の嘆きは深いのです。明日への

希望が見出せず、生きる術を取り戻すことができない人々、

移住を強いられた人々、被曝を強いられている人々の不安

は大きいのです。 
主よ。私たちを力づけ、見えない目を開き、恐れる心に平

安を与えられるあなたのみ業がその一人ひとりに確かにな

されていることを信じさせてください。あなたのいのちの

光をともして、一人ひとりを活かしめてください。どうか

あわれんでください。 
 

会	
 衆：わたしたちの主よ。あなたのみ前にある一人ひとりの祈り

に耳を傾け、聞いてください。 
 
代表３：主よ、一日も早く原子力発電所の事故が終息しますように。
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被曝を少しでも軽減化する知恵を私たちに与えてください。

また、救援のために駆けつけ、ボランティアとして働いて

いる多くの人々もあります。そうした働きの中で、からだ

も心も傷つき、疲れ果てている人々もあるのです。 
主よ。どんな小さな働きをも祝し、あなたの働きに用いて

くださるあなたのみ業がなされますように。小さき者のひ

とりになされたことをご自分になされたこととして心にと

めてくださるあなたが、それぞれの働きを心にとめてくだ

さいますように。そして、どうか一人ひとりのすべての傷

をいやしてください。どうかあわれんでください。 
 
会	
 衆：わたしたちの主よ。あなたのみ前にある一人ひとりの祈り

に耳を傾け、聞いてください。 
 
代表 4：神さま。わたしたちはあなたがお造りになった自然に対す

る謙虚さを欠いていたことを認めます。わたしたちは自然

の大きさを軽んじ、自分たちの安楽さ、便利さだけを考え

て生活を築いてきました。 
主よ。わたしたちは万物の造り主であるあなたの前にへり

くだります。どうか目を上げて、現実をありのままに見る

勇気と知恵をわたしたちにお与えください。あなたの真理

に根ざして考え、自分たちの生き方を変えていくことがで

きますよう、わたしたちを導いてください。どうかあわれ

んでください。 
 

会	
 衆：わたしたちの主よ。あなたのみ前にある一人ひとりの祈り

に耳を傾け、聞いてください。 
 

代表５：あの時から、この災害に関わって、世界中のあらゆるとこ

ろから支援の物資が寄せられ、募金が捧げられ、祈りがな
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されています。共に生きるための絆を紡ぐ人々があり、信

仰者もそうでない者も、今一度、あなたによって与えられ

る命を生きることのかけがえのない意味を確かめようとし

ているのです。 
	
 	
 主よ。世界を造り、これを保つあなたご自身が、すべての

人々にあなたのみ心をたずね求めさせてください。そして、

どうかその一人ひとりが、あなたから与えられる真実の喜

びを見出すことができますように。どうかあわれんでくだ

さい。 
 
会	
 衆：わたしたちの主よ。あなたのみ前にある一人ひとりの祈り

に耳を傾け、聞いてください。 
 
	
 	
 	
 その他の祈りが加えられてもよい。 
 
司	
 式：神さま。わたしたちを祝福してください。あなたが約束し

てくださった救いの確かさに信頼を持ち、共にあなたの義

とあなたのみ国を求め、そのためにわたしたちがなすべき

務めを教えてください。あなたのみ言葉、あなたの憐れみ

と愛とでわたしたちを満たしてください。 
	
 	
 どうか、主イエス・キリストの復活の光に照らされたわた

したちが、希望と喜びを分かち合い、互いに仕え合い、す

べての善きことを願い、あらゆる隔てを超えて力を合わせ

ていくことができますよう導いてください。一人ひとりの

命が祝福で満たされ、一つひとつの町や共同体があなたの

み心に相応しく復興されますように。その働きのためによ

き知恵と勇気とを与え、わたしたちをこの礼拝から遣わし

てください。 
	
 	
 すべての感謝と願いをわたしたちの主イエス・キリストの

み名によって祈ります。 
会	
 衆：アーメン 
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主の祈り	
 

	
 	
 （日常用いられている主の祈りの言葉によって） 
 

（Ⅳ）派遣の部	
 

司	
 式：主は言われます。 
「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、

あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしな

さい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あ

なたがたに命じておいたことをすべて守るように教えな

さい。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共

にいる。」 
 
祝	
 福	
 

司	
 式：主があなたを祝福し、あなたを守られます。 
	
 	
 主がみ顔をあなたに向け、あなたに恵みを与えられます。 
主がみ顔を持ってあなたを照らし、あなたに平安をたまわ

ります。 
	
 	
 父と子と聖霊のみ名によって。 

会	
 衆：アーメン 
 
賛美歌	
 

	
 

派遣の言葉	
 

司	
 式：わたしたちに点された復活の主の光をたずさえて 
	
 	
 行きましょう、主の平安のうちに。 
	
 	
 仕えましょう。主と隣人に。 

会	
 衆：アーメン 
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後	
 奏	
 

ローソクの火を消す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
賛美歌はそれぞれ適当なものをお選びください。 
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カトリック中央協議会	
 

135-8585	
 東京都江東区潮見2-10-10	
 日本カトリック会館内	
 

TEL	
 03-5632-4445	
 	
 	
 FAX	
 03-5632-4465	
 

 
日本キリスト教協議会（NCCJ）	
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 東京都新宿区西早稲田2-3-18-24	
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 03-3203-0372	
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 03-3204-9495	
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